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2013 年が BIMへのターニングポイント
　
コバーチ●御社とのパートナーシップ締結から
6 年が経ちました。2018 年には契約更新させ
ていただき、パートナーシップの内容も互いに
着実に前進し成果も着々と上がっています。今
回はあらためて御社の BIM に関わるお取組み
と、このパートナーシップが果たす役割につい
て伺わせてください。
　
五十君氏●そうですね。当時の日建設計社内
の状況をふり返ってみましょう。あの頃は「建
築にもデジタルの情報を入れて活かしていか
ないとダメだよね」という意識が社内に広く浸
透しつつありました。これを受けて日建設計で
はまず、BIM 推進のための部署を立ち上げ、
私が責任者となって活動を開始したのがこの
2013 年でした。
　
コバーチ● BIM 推進の部署とは、デジタルデ
ザイン・デベロップメントセンターですね。
　
五十君氏●その通りです。実はその時はまだ、
私自身は BIM についてほとんど分かってなかっ
たのですが（笑）。とにかく「今のままではダ
メだ」という思いで組織を立ち上げ、そこから
会社としての本格的な BIM 推進の取組みが始
まったのです。もちろんこれは当社だけで実現

できるテーマではないですから、このタイミン
グで GRAPHISOFT というパートナーを得て契
約を結び、支えてもらえたことは、とても重要
なポイントだったと思います。
　
�日本にBIMという言葉さえなかった頃からの
ユーザーとして
　
コバーチ●そこでわれわれを選んでいただ
き、 本当にありがとうございます（笑）。そ
れにしても、このような重要な岐路において
GRAPHISOFT を選んでいただけたのは、やは
り、古くから ARCHICAD をご利用いただいて
いた点が大きかったでしょうか。
　
吉田氏●ええ。そもそも ARCHICAD は、当社
の山梨（山梨知彦氏 現・常務執行役員 チー
フデザインオフィサー／設計部門 プリンシパ
ル）が、30 年近く前から盛んに使っていました
からね、おつき合いはその頃からあったわけで
す。当時はまだ日本に BIM という言葉すらなく、
実際には山梨も ARCHICAD を 3D CAD として
使っていたはずです。ところが、2006 年頃か
らアメリカで BIM という言葉を耳にする機会が
増え、山梨が「今まで自分たちが ARCHICAD 
でやってきたのは BIM だったのでは？」と思い
ついたことが、わが国に初めて BIM を持ち込
むきっかけとなったのです。
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GRAPHISOFT SE との戦略的パート
ナーシップを締結した。これは 2013
年 3 月 に両 社 が結んだパートナー
シップを踏まえ、その成果を生かし
ながらより新たな段階へ発展させて
いこうというものだ。事実、当初は
ARCHICAD の機能追加や改善に関わ
る協力が主だったが、現在はこの開
発姿勢を維持しつつより広汎な BIM
ソフトウェア群を活用し、次世代 BIM
のワークフロー構築を目指している。
両社の取組みと今後の展開について、
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長のコバーチ ベンツェが日建設計 執
行役員の五十君興氏と 3D センター
室兼 CG スタジオ室長の吉田哲氏に
お話を伺った。
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コバーチ●なるほど。しかし 2013 年頃は BIM ツールの選択肢は他に
もあったのではありませんか？……こんなことを私がお尋ねするのも、
なんだかおかしな話ですが（笑）

お互いをパートナーに選んだ理由
　
五十君氏●もちろん、私たちも単に「古くから製品を使ってきたから」
というだけで、GRAPHISOFT をパートナーに選んだわけではありませ
ん。GRAPHISOFT が、当社の建築設計者の思考パターンというか……
クリエイティヴなものを作っていく過程に対し「最もシンパシーを感じて
くれるベンダー」だと思えたから御社に決めました。
　
コバーチ●感謝いたします。せっかくなので「クリエイティヴの過程へ
のシンパシー」について、もう少し詳しく伺えますか。
　
吉田氏●そうですね。先ほど五十君が言ったように、BIM を実現してい
くにはモデルデータにさまざまな情報を入れていく必要があります。し
かし、私たち設計者が行う設計は、最初から内容が決まっているわけ
ではありません。私たちはデータを入れるより先に「形」を入れ、こ
れをさまざまに検討し検証しながら練り上げていきます。さらに図面も
描かなければなりませんし……。そんな日本の設計者のクリエイティ
ヴの過程を理解し、この独特のニーズに最も柔軟に応えてくれたのが 
ARCHICAD でした。だから私たちは当社に一番マッチした BIM ツール
として選んだわけです。

　
五十君氏●逆に GRAPHISOFT とし
てはどうだったのですか。当初から
ワールドワイドに展開していた御社
が、日本の設計事務所とパートナー
シップを結んだ理由は？
　
コバーチ●お話にあった通り、長く
山梨さんにお使いいただき、確固と
した信頼関係が生まれていたことも
基盤にありましたが、それ以上に「日
本で最も大きな設計事務所と深くお
つき合いできる」こと自体、われわ
れにとって大きな誇りとなりました。

さらに、それが日本の BIM について勉強できる最高のチャンスだったこ
とも非常に大きなポイントです。このパートナーシップこそが、他では
得られない重要な学びの場を与えてくれる――そう考えました。
　
五十君氏● GRAPHISOFT がそのように判断した理由は、なんだった
のでしょうか。
　
コバーチ●もちろん他にも設計事務所のユーザーは数多くおられます
が、御社のように深く踏み込んだやりとり……ワークショップのように
教え合えるお客様はそう多くありません。おかげでわれわれは御社の
ワークフローをきちんと把握し、当社製品をお使いいただく上での問題
点も理解できました。それらの情報を開発へフィードバックすることで
御社の要望にお応えしたわけですが、それは一般的な機能強化という
点からも重要な意義がありました。実際、製品開発で大きな成果が上
がっています。
　

世界のユーザーに役立つ「実り」
　
五十君氏●パートナーシップが、御社にとって実り多いものだったと聞
いて嬉しく思います。もちろん私たちも、この 6 年で多くの成果を産み
出せたと感じています。
　
コバーチ●素晴らしい。パートナーシップから生まれた成果を幾つかご
紹介ください。
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五十君氏●まず挙げたいのは、当社の BIM 推進における最初のエポッ
ク、「新国立競技場整備事業」の公募型プロポーザルでの挑戦です。
Zaha Hadid Architects と私たちは設計チームを組成し、BIM なしで
は不可能な Zaha のデザインを実現しようと初挑戦の BIM で挑みまし
た。さまざまな壁にぶち当ったし、初体験の苦労もたっぷり味わいまし
たが、それらを通じて「BIM とはどんなものか？」把握できたのです。
プロジェクト自体は、ご承知の通り 4 千枚の図面を描いた末に「白紙
撤回」されましたが。
　
コバーチ●ちょっと悲しい思い出ですね……。
　

吉田氏●ええ。しかし、この経 験
は大きな財産としていまも息づいて
います。ここから生まれ、 実 際 に 
ARCHICAD の機能に反映された成
果を幾つか紹介しましょう。一番大
きな成果はカーテンウォール機能で
す。
　
コバーチ● な る ほ ど、 あ れ は
ARCHICAD 22 でしたね。
　
吉田氏●そうですね。日本の建築設
計では、このカーテンウォールや階
段、手すり等、表現の仕方が海外と

異なっているものが多数あります。そういうものを ARCHICAD でゼロか
ら入力していくのは大変だったので、早い段階で要望を出しました。結
果、コバーチさんが言う通り ARCHICAD 22 でカーテンウォール機能が
大幅に強化され、一段と使いやすくなったのです。また、階段と手すり
も ARCHICAD 23 で実装され、日本流の階段が上手く作れるようにな
りましたね。後は Grasshopper - ARCHICAD Live Connection により、
双方向のライブ連携ができるようになったのも大きなエポックでした。
これは業界初ですよね。
　
コバーチ●はい、双方向ライブ連携は 2016 年に ARCHICAD が初めて
実現しました。世界的な反響があった取組みの一つです。
　

吉田氏●こうした新機能には、当社のリクエストが反映されています。
新国立当時は、カーテンウォールや階段等の作成も全て手作業だった
ので「こういう機能があれば一発で終るのに！」とぼやきながら（笑）、
いろいろアイデアを出させてもらいました。
　
コバーチ●そこで一つ大切なのは、そうやって両社のパートナーシップ
が生み出した成果の数々が御社にとって役立つ機能になっただけでな
く、日本全国のユーザー、さらには全世界のユーザーにとっても大き
なメリットをもたらしてくれた点です。これには何度でも感謝させていた
だきたいですね。本当にありがとうございました。
　
変わりゆく設計者像
　
五十君氏●ところで、このパートナーシップを活かした BIM の成果は「目
に見える」モノばかりとは限りません。他にも大きなメリットをもたらし
てくれているんですよ。
　
コバーチ●それはどのような成果で
しょうか。
　
五十君氏●簡単にいえば、当社の
設計者の進化です。最初は Zaha デ
ザインの競技場のような複雑な形を
作るワークフローの中で、3 次元的
なツールをどう使うか？というレベル
に留まっていました。しかし、より深
くBIM を使い込むうちデザインの幅
が広がり、深まることを誰もが実感
するようになりました。ルーバー作
りでも、BIM により多様なシミュレー
ションが行った結果「こういう理由でこのデザインにする」と合理的に
解を導き出せる。カーテンウォールも「この組合せだから合理的になる」
と BIM で検証しながら作れるのです。

コバーチ●なるほど、設計スタイルそのものが変わってきたのですね。
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五十君氏●ええ。単に表現するだけでなく試行を積み重ねていく設計
フローの中で、BIM をどう活用すれば効果的か――設計者自身が考え
る必要が高まったんです。まさに設計者のデザインプロセスに BIM が
組み込まれるようになった実感があります。
　
吉田氏●とはいえ、他方でワークフロー自体はまだそれほど変わって
いないわけで……私たちも BIM の持ち味をまだ十分に生かしきれてな
いのが現実です。テクニカル面、特にツールについてはほぼ整備でき
たので、今度は設計者がそれを上手く使うための仕組みづくりですね。
新しいワークフローという形でもう一回整理する必要があります。実際、
設計プロセスも巻き込んで、BIM 環境整備の新しい取組みを始めてい
ます。
　
これから先の遠い道を「楽しい道」に
　
五十君氏●そう考えると、当社の BIM の取組みも、実はまだスタート
したばかりなのかもしれません。実際、これから先の道はまだまだ遠
いと感じています。

　
コバーチ●大切なのはその「道」自
体なのかも知れませんね。奥が深い
道なので、日々のプロジェクトに取
組みながら活用を広げ、勉強し続け
て、徐々に改善していくしかなさそう
です。でも、外から拝見していても
御社は着実にレベルアップしていま
すよ。このペースで BIM の活用を進
めながらワークフローを改善し、わ
れわれもソフトを改良して協力してい
けば、「遠い道」もきっと良い、楽し
い道になるでしょう ( 笑 )。

　
五十君氏●「楽しい道」にするのは私も歓迎です（笑）。「道」の先に
見えている課題としては、いま社内の一設計チームが行っている BIM

の活用を構造や設備などエンジニア
リングと結びつけ、シンクロさせて
いくこと。さらにもう一歩進めれば、
当社の既存フィールドから次ステップ
である施工段階やビル管理へ踏み出
し、広く建築のライフサイクルの中で
BIM を上手く繋いでいくことです。お
そらくそこまで行って初めて「道半ば」
と言えるのでしょう。
　
コバーチ●やはり先は長いですね
( 笑 )。とりあえず 2020 年の計画を
教えてもらえますか。
　
五十君氏● 2020 年には、全社でスキマティックデザインのほぼ 100％
を BIM 化しようと考えています。 BIM に向かない案件を除き、BIM を使
うことでメリットが出る案件の基本設計は全て BIM を活用したいです。
　
吉田氏●実際の全社における BIM
活用状況を見ると、ずっと 2 〜 3 割
だったのが 2018 年に 3 割を超え、
2019 年の秋には一気に 5 割弱に達
しています。おそらく2020 年度内に
は実現できるのではないかと思いま
すよ。
　
五十君氏●もちろんこれを実現する
ために取り組むべき課題も数多くあ
り、その意味でも GRAPHISOFT の
支援は欠かせません。今後ともどう
かよろしくお願いします。
　
コバーチ●もちろん製品・サービス含めて最善を尽くしていきたいと思っ
ています。どうか末長くよろしくお願いします。
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